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東京学芸大学附属小金井小学校の今
（鈴木秀樹）

子どもの健康をオンラインで見守る
（佐藤牧子）

Teams活用が教育に与えるインパクト
（鈴木秀樹）



共用PC 45台

共用iPad 9台

休校前の本校の状況

各教室には
古い電子黒板

各教室には
有線LANのみ

ICT活用は進んでいない…

教員

• 実力派揃い
• 教科教育研究が盛ん
• ICTのスキルもある
• Office365アカウント有り



休校まで

• 2月27日（木） 首相、突然の休校要請

• 2月28日（金） 翌週からの休校を決定

• 3月2日（月）～ 休校 課題は出さず 卒業式は規模を縮小して実施

• 3月中旬 大学と児童アカウント発行について相談

• 3月下旬 管理職から課題を出す方法を検討するよう指示

• Microsoftとアカウント発行について相談開始

• 4月2日（木） 大学の児童アカウント発行が間に合わないことが判明

• A1ライセンス取得→全教員・全児童のアカウントを発行

• 4月3日（金） 職員会議で提案

• 4月6日（月） 始業式 児童にTeamsサインインマニュアル配布

• 教員向け研修会実施



現在

•全クラスでチームを
作りTeams活用中

•課題の配信、質問受
付等

• フェアキャストも併用
して、必ず情報が届く
ように配慮

• 「全教員」チームで情
報提供とサポート6



教員研修

icrosoft
eams
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教員研修で伝えたこと②

休校期間中の学習内容・課題等の伝え方

Microsoft Teams

学習内容に差が出ないように

プリント等配布

学習プロセスや学習成果は
差が出て当たり前



教員研修で伝えたこと③

「わからない」→聞き合いましょう。教え合いましょう。

「やりたいことができない」→アイディアを出し合いましょう。

「わからないから使わない」→×

「やりたいことができないから使わない」→×

目的：子どもの学びを再起動する



教員研修で伝えたこと③

「使わない」

目的：子どもの学びを再起動する



Teams活用の実際



Teams活用の実際

Windows Mac iOS Android Chromebook Linux



Teams活用への戦略と幸運

児童

児童

児童

児童
管理者
（教員）

教員 教員

技術
サポート

児童と繋がる実感
がやる気をUp！！

前年度の経験
を全体に反映

細かい
微調整

活用はスモール
ステップで

教科教育の専門家
集団ならではの活用

運用は
トライアル＆エラー



Teams活用の実際
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Teams活用の実際

国語の教科書の86ページに重松清さんの『カレーライ
ス』というお話がのっています。これは授業では時間をか
けて読むことができないのではないかな、と思うので紹介
してしまうのだけれど、僕はこのお話、大好きなんですよ。
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健康観察
【観察のポイント】

•普段と変わった様子が見られる、元気がない、顔色が悪い（青い・赤い）、
せきが出ている、目が赤い、など

•新型コロナウイルス感染症は、発熱やのどの痛み、咳が長引くことが多く、
強いだるさ（倦怠感）を訴える方が多いことが特徴と言われています。

•発熱（37.5度以上）や、風邪症状（咳・たん・のどの痛み・息苦しさ・体の
だるさ等）については、特に注意。

令和2年2月18日、文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課より



健康観察

【観察の対応】

• （多くの学校で）健康観察カードの作成・配布

東日本大震災
↓

・急な休校
・健康状態の確認は電話
・新学期、心身のストレスを
抱えた子供の増加

↓
学校適応が難しい

【問題点】

•記録を継続するのは負担が大きい

• すぐに子供の健康状態を確認できない

•登校日がなくなったら？

•教員も学校へ行くことができなくなったら？

•長期の休業で心身のストレスは？



健康観察

社会的な

居場所

縮小

人との交

流が減少

教育機会

の減少

先行研究のクラス

•全員がタブレットPCを
持ち帰る

•全家庭にWi-Fiがある
ことは調査済み

• Office365アカウント
割り当て済み

•他のクラスと差がつかな
いように「実験的な内容
に留める」



学校

家庭

児童
児童

児童

児童

児童

児童

児童児童

教員 教員

Formsの活用

電話やFAX、
連絡簿等でしか
学校に連絡できない

学校

フォーム

いつでも
どこでも
状況把握



Formsを活用した健康観察



健康観察から見えたこと



健康観察から見えたこと

心身のストレス反応

•心身の状況は、漠然として自覚しにくい

•ちょっとくらいのことなら、自分から大人に伝えない

↓

深刻化する場合がある

早期に具体的な生活改善
・サポートに結びつける

周囲の大人が子供の
ストレスの状態を知る



健康観察＋タブレット一人一台から見えたこと



健康観察＋タブレット一人一台から見えたこと



健康観察＋タブレット一人一台から見えたこと

チームズ（Teams）でクラスの人、先生とつながることはどうですか



健康観察＋タブレット一人一台から見えたこと
• タブレットを自宅に持ち帰って困ったこと



健康観察から具体的なサポートへ

•運動不足、寝つきが悪い

• イライラしやすい

•新型コロナウイルスへの不安、
ニュースを見るのが嫌

•姿勢の悪さ

•目の疲れ

カウンセラー
通信

カウンセリング
電話（チャット）

相談

室内運動
親子ストレッチ
紹介

姿勢・目の体
操の資料作成



正しい姿勢で
始めよう！



３月の休校前の状況

試験的に６年生１クラスで一人一台タブ
レット環境を構築し、ICT×インクルーシブ

教育の研究を進めていた。

発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導法
研究事業（２０１９-２０２０）



３月の休校時の状況
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３月の休校前の状況
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•全員がタブレットPC
を持ち帰る。

•全家庭にWi-Fiがあ
ることは調査済み。

• Office365アカウン
ト割り当て済み

•他のクラスと差がつ
かないように「実験的
な内容に留める」



実践①番組を見てTeams上で議論

• NHK for School の番組を見て、Teams上で議論する。



実践②作品投稿



実践③お気に入りの絵画を紹介する

•海外の美術館のWEBサイトから気に入った作品を選んで紹介
する。



実践④オンラインディベート

１～３日目

チーム毎に
作戦会議

４日目

「はじめの主張」を
Flipgridに投稿

５日目

ディベート@FLIPGRID
ディベート＠Zoom

Formsで投票

６日目

結果発表



休校中の実践から見えてきたこと

自分のペースで、自分のやりたいことを、みんなと繋がりながらやる

コンセプト

授業デザイン力

教室とは別種のコミュニケー
ションを取る環境でどういった授
業デザインをすればいいのか。
児童にどのようなコミュニケー
ションを取らせたいのか、そのた
めにどんなツールを使うか、物
理的条件をどう設定するか。

情報処理能力

オンラインでの実践で教師が受
け取る情報量は、教室で授業を
する時より破格に多い。必要とさ
れるのは「大量の情報をさばく」
能力か、それとも「ある程度の情
報は受け取らないことを選択す
る」決断力か。

コーディネート力

オンラインで児童間の良好な人
間関係をどう築いていけば良い
のか。全員で会することが一度
もないまま始まった学級を、この
先、どういう点に気をつけて経営
していけば良いのか。

ポスト・コロナ時代に求められる教師の力
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コンセプト

学校とは？

いつ どこで どうやって何を誰から

学ぶかが決まっているところ

いつ どこで どうやって何を誰と

学ぶかを決められるところ
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